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一 　はじめに
　殷富門院大輔は後白河院皇女・亮子内親王に仕えた女房歌人で
ある。大輔に関しては、保坂
都１
および森本元
子２
の基礎的、伝記的
研究をはじめとして、平間千
秋３
、久保田
淳４
、村尾誠
一５
らによって
具体的な和歌活動が明らかにされてきた。しかし、歌林苑周辺での活動には光が当てられてきたものの、その出仕先における動静は、従来あまり注目されてこなかった。森本の研究によれば、大輔は亮子内親王が斎宮に卜定さ た保元元年
（一一五六）
には既
に出仕しており、以後四十年以上の長 にわたり内親王に え続けた。主家の環境は 大輔に多大な影響を与え に相違ない。内親王御所には、若き日の藤原定家や同公衡らの出入りもあり、新進歌人たち 風雅の場を提供する役割もあった。このように文化的影響力の小さくない亮子周辺の実態 、具体的 明らかにすることに一定の意義は存するだろう。本稿では 亮子内親王に仕えていた女房たちに着目することから、大輔周辺の人的構成とそ
文化的背景、さらには文芸の場としての女院御所について考察したい。
二 　新中納言
　亮子内親王のもとには、大輔以外にも幾人かの女房歌人が仕え
ていた。最初に新中納言を取り上げたい。 『新勅撰集』に次の一首がある。
大輔人人に十首歌すすめて、天王寺にまうでけるによみ侍りける

殷富門院新中納言 　
とどめけるかたみを見てもいとどしくむかしこひしきのりのあとかな

（釈教・六二一）
　この天王寺参詣については、 『大輔集』二四七～二四八にもそ
の記録が残る。 『拾遺愚草』にも「文治之比、殷富門院大輔天王寺にて十首歌よみ侍りしに」
（二九七二～二九八一）
とあり、定家
も同じ十首歌を請われたことが分かる。右の初二句の表現からは、新中納言が実際に天王寺を拝したことが推察され、大輔が出
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仕先を同じくする女房を、御所外部の催事に連れ出している点に留意したい。新中納言が意識したかは分からないが、郁芳門院安芸も天王寺亀井にて「まれにとくみのりのあとをきてみればうきぎにあへるかめゐなりけり」
（安芸集・五七）
と詠じている。次の
『万代集』も新中納言の歌を伝える。
殷富門院新中納言世をのがるとききて、いひつかはしける

前大納言忠良 　
おもへどもさすがに身をばすてやらで人のあはれをとふぞかなしき

（三七二七）
返し

殷富門院新中納言 　
ぬぎかふるた とはふかきすみぞめをこころのいろとおもはましかば

（三七二八）
　和歌から藤原忠良はまだ在俗中と知られるから、忠良出家の承
久三年
（一二二一）
以前の詠となる。新中納言歌にある「こころ
のいろ」という語句は、古くは藤原師尹が使用しているが
（後撰
集・七三五）
、以後は藤原清輔まで詠まれていない
（清輔集・三五）
。
僧衣とからめての使用例は西行の「かさねきる藤の衣をたよりにて心の色をそめよとぞ思ふ」
（月詣集・九八二）
が早い例で、以後
西行が多用し、藤原隆信も「山ふかくこころの色はすみぞめのたもとばかりをかへや ぬかな」
（隆信集・八六九）
と詠んでいる。
彼らは大輔と親しく、 の同僚女房である新中納言の歌に影響を与えた可能性も考えられる。
　ところで、殷富門院新中納言の出自に関する諸書の記述には不
統一が存する。 『和歌文学大辞典』所収「勅撰作者部類」や、和
歌文学大系『新勅撰和歌集』の「作者・詞書人名一覧」 、 『国書人名辞典』は「右近少将通家」女とする。 『尊卑分脈』に、宇多源氏通家女子の一人に「 〔殷富門院中納言〕 定能卿室・ 〔新勅作者〕 」と記す人物が見え、この 中納言 について新訂増補国史大系の頭注は「中、作者部類作新中」と記す。新 を通家女とする説は、この頭注と、 「新勅作者 の注記を根拠としたのであろう。
　しかし、静嘉堂文庫蔵『作者部類』には、 「殷富門院新
大イ中
納言 　
勅
一６
」とある。 「大納言」は異文注記の通り「中納言」を誤った
ものだが、確かに「新」の文字 冠されており、 『新勅撰集』に入集したのはあくまでも
新0
中納言であ
る７
。 森本元子も 『新勅撰集』
に入集したのは新中納言 あり、その出自を藤原信頼 後白河安芸との女としてい
る８
。森本は両者を区別しているし、吉川隆
美９
、岡村満里
子Ａ
にも新中納言の出自に言及する論があるが、いま
混同されやすいこの二人について再吟味しておく。
　『たまきはる』の女房の名寄せ、 「番女房たち」に「新中納言殿 　
琴弾きの安芸が女。父は信頼 右衛門督」との記述があ
るＢ
。 「近
く候し人」には「安芸 　これは琴弾き。父は知らず。人はみな知りたる覧」とあり、この両条から、新中納言は藤原信頼と琴弾き安芸の間に生まれた女子で、建春門院に仕えていたこ が判明する。次の『大輔集』の記述も、新中納言が安芸 女であり、琴に堪能であったことを物語っている。
宮にひと〴〵あそび給ひしに、新中納言の琴をきゝて、院のあきの琴にきゝたがへて、人〴〵の給ひしに
いゑのかぜまつふきはらふことのねをひきつたへてもきこゆ
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なるかな

（一五八）
　また、金剛寺蔵『宝篋印陀羅尼経料紙和歌』も、新中納言が建
春門院に出仕していたことを示す。 同和歌は、 仁安三年
（一一六八）
の秋、藤原実国や同実守ら廷臣たちと建春門院の女房たちとが、連れだって紅葉を求め大井川を訪れ 折の詠歌であ
るＣ
。
やすみちのとて、まことにはちかむね
おほゐがはかへらぬみづをみ□からにわれさへみちのわすられにける
かへし

新中納言どの 　
大ゐがはせぜのしらなみ □めり月にやわれもさそは［ 　　］まし

（宝篋印陀羅尼経料紙和歌・二四～二五）
　新中納言の詠歌は三首確認できた。以上の資料をまとめると、
その出自は系図１のようになる。新中納言は源通家の女ではなく、藤原信頼と安芸との女であり、父方の祖母の姉妹は亮子内親王の祖父季成の妻 なっている。新中納言の父である信頼 、平治の乱
（一一五九）
において二十七歳で没した。年齢を考えれば、
信頼の没時、新中納言は幼少であったと思われ、おそらくはその後数年を経て、当時建春門院に仕えてい 母の安芸に導かれるような形で女院に出仕し、 没後に亮子内親王家に仕えたのであろう。新中納言は『明月記』文治四年
（一一八八）
九月廿九
日条にも登場す
るＤ
。
廿九日、壬戌、天陰、入夜雨降、良辰徒暮、依難黙止、黄昏参殷富門院 与大輔清談、漸及亥時、無人寂寞、欲退出之間、忽門前有松明之光、有参入之人、内外相驚、権中将参入、被語云、已欲付寝之間、庭前之木葉忽落、聞嵐音 遂不能寝、忽出騎馬所 也、存人不可候由 間 見件車感涙相催之由女房感悦、更又掌燈 連歌、和歌等、
新中納言
尾張等相加、
種々狂言等、及鶏鳴数聲、雨漸滂沱 遠路天明者不便之由被急出、猶徘徊、空階雨滴之句数返 借笠退出、帰蓬間 天漸曙、
　ここには、新中納言が大輔や定家らと連歌、和歌に興じたこと
が記されている。新中納言は、亮子内親王御所において文才ある女房として活躍していたのであろう。
　この他、森本元子、岡村満里子は、新中納言が後に宰相と名を
変え、後鳥羽天皇中宮任子に出仕していたこ
とＥ
、その母安芸は後
に源師光の妻となり宮内卿を生んだことを指摘する。つまり新中納言と後鳥羽院宮内卿とは、異父姉妹となる。新中納言自身は、取り立てて目立つ歌人でもないが、その周辺には確かに文化的背景が備わっ いる。
????? ????
??
???
? ??
?? ??
??
?????
?
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三 　中納言
　通家女の中納言の名は、嘉応二年
（一一七〇）
十月の『住吉社
歌合』 、承安二年
（一一七二）
十二月の『広田社歌合』に見える。
両歌合は藤原敦頼
（道因）
主催で、大輔は「前斎宮大輔」として
出詠しているが ともに「前斎宮中納言」という人物が出詠している。これが通家女の中納言であろう。中納言は両歌合に三首ずつ出詠し、六首いずれも素覚と結番されている。勝敗は勝四、持一、負一で、成績は良好である。次の一首に着目したい。
つのくにのなにはのこともあしのねのこのよはかくてかれはてねとや

（住吉社歌合・一四五・中納言）
　これと初句と二句、葦が枯れることを歌う点が一致しているの
が、次の一首である。
つのくにのなには 事もうき身にはあしのかれはをよそにやはみる

（広田社歌合・一五八・隆親）
　藤原隆親は中納言詠に影響されてこの歌を詠んだ 考えられ、
中納言も名の知れぬ歌人ながら、周囲と影響関係を有していた。『尊卑分脈』をもとに、中納言の近親者を示すと系図２のようになる。中納言の兄弟である雅賢は、 『大輔集』にも登場する。
ゆきいたうふりてさえわたりたるよ中ばかり、宮へもりさだのじゝう、
まさかたの中将
などまゐりてあそばれし
に、むかしをきゝし思ひいでられて
かきわくるこよひのゆきにふりにけるあとをたづねてあはれとぞ思ふ

（一六五）
　雅賢が亮子内親王家に出入りしていたのには、姉妹の中納言が
御所に出仕していたことも関係していよう。 『尊卑分脈』には、通家が早世したため、その父資賢が孫の雅賢を養子にしたとある。資賢女子の中に中納言と同じく「定能室」と注記され 女子がい が、これも中納言のこと 思われる。おそらく中納言も雅賢と共に資賢に引き取られ ため、二重に記述されたのであろう。また資賢の妻の一人に公能女
（実定や公衡の姉妹）
がおり、閑
院流との関係から、そ
（正確には孫）
を亮子内親王に出仕
させたと考えられる。つまり中納言は、父通家 没後、兄と共に祖父に引き取られ、少なくとも嘉応二年以前には亮子内親王に仕えていたことになる。また中納言は先ほど触れ ように定能の妻となっ るが、定能女に、 「殷富門院六条局」という人物がいる。その母は不明だが、出仕先が同じことを考えると 中納言であったかもしれない。
　以上、これまで混同されてきた中納言と新中納言の区別を明確
にし、その詠歌を検証してきた。ここで気 つ のは、亮子内親王の女房で る中納言、新中納言 六条局ら ずれも後白河院近臣の子 ということである。院近臣は血縁 女性を女房として
???????
???
??
??
??
????
??
??
???
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出仕させ、皇女たちの御所にも食い込んでいたのである。
　『公卿補任』安貞元年
（一二二七）
条、参議となった藤原宣経の
尻付に「入道前中納言家経卿三男〈入道右大臣忠経公為子〉 。母正三位泰経卿女〈殷富門院女房〉 」とあり、後白河院の信任篤い近臣高階泰経も、女子を亮子内親王に出仕させて たことが分かる。泰経は内親王が皇后宮に冊立された際、皇后宮亮に任じられてい 正治元年
（一一九九）
条には泰経の子の経仲に関して「元
暦元七二従四上〈皇后宮入内賞〉 」と注するが、皇后宮とは寿永元年
（一一八二）
に立后した亮子内親王である。さらに経仲の子
の経時も、正治二年
（一二〇〇）
正月五日に「殷富門院当年御給」
により従五位上、承元五年
（一二一一）
正月十八日に「殷富門院
御即位御給」により従四位上となっている。 『大輔集』一六五おいて雅賢と共に登場した盛定
（盛能）
の子盛兼も、建仁四年
（一
二〇四）
正月七日、 「殷富門院御給」により五位に叙せられている
し、定能次男の定季
（母は通家女・殷富門院中納言）
も、建仁二年
（一
二〇二）
十一月十九日、 「殷富門院御給」をもって正四位下に叙せ
られている。このよう 亮子内親王に近しい人々は、身の昇進を内親王の年爵に頼っており、彼らにとって内親王の政治的な存在意義は決して小さいものではなかった。
四 　尾張
　前掲の『明月記』文治四年
（一一八八）
九月廿九日条には、大
輔や新中納言とともに、尾張という女房が登場するが、 『千載集』に次の一首が入集する。
大内にて月あかかりける夜、人人あそびけるをほのかにみて、心あくがるるよしいひて侍りける人の返事に、つかはしける

殷富門院尾張 　
誰ゆゑかあくがれにけん雲まよりみし月かげはひとりならじを

（恋二・七五一）
　出自に関して『作者部類』は賀茂在憲女とする。詞書に「大内」
とあるのは、准母として内裏に居していた亮子内親王に従っていたからであろう。内親王の内裏滞在は数度に及んだよう
でＦ
、尾張
の詠歌年次ははっきりしない。おおよそ亮子立后の寿永元年
（一
一八二）
から、 『千載集』 奏覧の文治四年の間のことであろう。 『千
載集』七五一では、内親王の女房たちへ贈られた歌に対して尾張が返歌しており、尾張 方を代表して詠歌し と考えられる。前掲『明月記』でも雅遊 場において名が見えた尾張は、大輔や新中納言らと同じく内親王家を代表する歌人であっ のだろう。尾張の詠は『月詣集』にも残る。
夜遇恋といふこころをよめる

平行盛 　
まちかねて更行くほどのあふことは空だのめせぬなさけばかりか

（五五六）

皇后宮尾張 　
よひのまは つにほどへて過ぎぬればあふは夢ぢのここちこそすれ

（五五七）
　歌の内容から尾張詠も「夜遇恋」題であることが分かる。同題
は他に例がなく、尾張と行盛は「夜遇恋」題が詠まれた何らかの和歌催事 おいて同座していたと言えよう。行盛は定家とも交流
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がある平家歌人で
（新勅撰集・一一九四）
、大輔との交流もある
（大
輔集・一九八～一九九）
。大輔も奉納した寿永百首家集を編んだ一
人とも目されており、歌林苑に近い歌人である。行盛と大輔との詠歌の場は重な 部分があり、尾張もその中にいたと考えられる。この他、尾張の名は『夫木抄』に 見える。
夏歌中、
新深窓

殷富門院尾張 　
夜もすがらつだのほそ江にともす火はもゆる蛍のひかりなりけり

（一〇六七二）
　集付に「新深窓」とあるが、これは『楢葉集』九一六から、寂
蓮から春誓へと編纂が受け継がれた私撰集『新撰深窓集』であることが分かる。入集歌人は尾張 他に、隆信
（夫木抄・二五五二）
、
西行
（夫木抄・一六一三一）
、俊恵の子の頼円
（夫木抄・二二三〇）
、
俊恵の弟の祐盛
（夫木抄・二三八九）
、大江広言
（夫木抄・三二二五）
らがおり、彼らは寂蓮や歌林苑に近く、尾張の活動 場もこれらに重なっていたのであろう。尾張が 林苑周辺で活動した媒介として、大輔の存在が想定できる
五 　備前
　大輔は治承二年
（一一七八）
三月十五日、賀茂重保が催した『別
雷社歌合』に出詠した。当歌合を完全な形で残す乙
本Ｇ
において、
大輔は「前斎
院0
大輔」と表記されるが、亮子内親王は当時「前斎
宮0
」であり、残欠本ながらも善本とされる甲本
（伝寂蓮筆）
に「前
斎宮大輔」と表記されている通り、 「前斎宮」が正しい。当歌合乙本には、 「前斎院備前」という女房が見えるが、これも大輔同
様「前斎宮備前」の誤りであった可能性がある。ただし甲本では該当箇所が欠落しており、 確証はない。 また乙本系統の伝本でも、彰考館本は「皇
太
前斎院イ后宮
備前」としており、備前が亮子内親王に仕
えたとは断定 できまい。可能性を指摘するにとどめる。仮に備前も亮子内親王の女房なら、やは 大輔に誘われて出詠したのであろう。 『別雷社歌合』の備前作を掲げておく。
春霞たてば煙もまがひつついづれかふじの高ねなるらん
（霞・四八）
さくと待ち散るとて歎く春はただ花に心をつくるなりけり
（花・一〇八）
千とせたつわかばの藤のさかへをも頼めば神にねぎぞかけつる

（述懐・一六八）
六 　六角局
とほく修行する事ありけるに、菩提院のさきの斎宮にまゐりたりけるに、人人わかれの歌つかうまつりけるに
さりともと猶あふことをたのむかなしで 山ぢをこえぬわかれは
おなじをり、つぼのさくらのちりけるをみて くなんおぼえ侍ると申しける
この春は君にわかれのをしきかな花のゆくへを思ひ忘れて
かへしせよとうけ給はりて、ひあふぎにかきてさしいでける

女房六角のつぼね 　
君がいなんかたみにすべき桜さへ名残あらせず風さそふなり
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
（山家集・一一四二～一一四四）
　右の『山家集』に記す「菩提院のさきの斎宮」は、これまで「斎
院」の誤りと解され、上西門院のことと推定されてきたが、宇津木言行により亮子内親王を指すとの新見が出され
たＨ
。稿者もこれ
に賛同しており、そうすると『山家集』に える六角局も亮子内親王の女房となる。出自は不明ながら、久保田淳は六角中納言と称された俊成の女婿・藤原家通に近い女性かと推定
しＩ
、宇津木も
同様の解を示している。 「かへしせよとうけ給はりて」の記述は、御所方代表として返歌す よう 上位の者から六角局に命が下ったということであろう。他に詠歌が残らないものの、六角局もある程度の歌人として周囲に認識され、外部に応対していたこなる。
　また『山家心中集』一六三の詞書「山水春をつぐといふことを、
菩提院の前々さい宮にて人〴〵よみはべりし 」 同二二五の詞書「つきのまへにとほくのぞむといへることを、菩提院の前之斎宮にて人〴〵よみはべりし
にＪ
」からは、内親王御所で歌会が催さ
れ、西行も参加したことがうかがわれる。亮子内親王御所ではこうした歌会が度々催され、歌人たちを受け入れていたのであ
七 　新少納言
　　　　
（題不知）

殷富門院新少納言 　
　　影きよみ立ちよる波のかずごとに月もてあそぶよさのうら風

（玄玉集・一七六）
　新少納言の詠はこの一首のみだが、関係のありそうな大輔詠が
ある。
かげきよみみぎはのさくらうつろへばはなにぞあそぶいけのみをどり

（大輔集・一七）
　語句の一致もさることながら、清らかな光のもと、風や鳥が水
面に映る月や桜に遊んでいるという内容の重なりは、両歌の影響関係を想定させる。どちらの詠歌が先かは判断し難いが 主家を同じくする女房同士が和歌においても影響関係にあることは自然である。また左掲の平経正の も着目したい。
せとわたるおきつしほかぜふくからに月もてあそぶよさのうらなみ

（経正集・四一）
　下句の類似は偶然とは考え難く、どちらかが一方の歌を参考に
したと考えられる。経正は歌林苑歌合にも出詠し
（夫木抄・一六九
三三）
、その家集『経正集』は寿永百首家集のひとつである。大
輔とも交流があり
（大輔集・一七一～一七二）
、歌林苑に近しい歌人
の一人であ
るＫ
。経正の和歌活動の場は大輔とも重なっており、新
少納言詠と経正詠との表現の類似においても、前掲の尾張と行盛の関係ように、大輔が何らかの媒介をなしていた可能性がある。
　このほか、詠歌は伝わらない女房に、大輔の姉妹である播磨（ 『尊卑分脈』 ）
、 藤原親資女の卿
（ 『尊卑分脈』 ）
、 藤原伊綱女の帥局
（ 『秦
箏相承血脈』 ）
、以仁王の妾となり安院宮僧正らを生んだとされる
治部卿局
（ 『源平盛衰
記Ｌ
』 ）
、越前坂井郡榎富荘を領有していた民部
卿局
（ 「高野山安養院所蔵普賢延命法裏文
書Ｍ
」 ）
などが諸資料に見える。
帥局は新中納言と同様、琴を能くしたようで、亮子 弟 以仁王と同じく宗綱を琴の師とした。また民部卿局のように、女房
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たちも荘園を領有し、しかるべき経済力を有していた。
八 　おわりに
　亮子内親王に仕えた女房たちを検討し、その人的構成、文化的
状況を具体的に見た。亮子の御所は 外部に人脈を持つ女房歌人や、芸能に秀でた女房らを擁し、高い文化水準を維持していた。また女房たちが外部と接触する際には、大輔を媒介とした可能性も見いだせた。これらの女房 ちが御所を訪れた人々を接遇し、雅事を発生さ ていたことは、既に挙げた『明月記』や、 『拾遺愚草』の「殷富門院皇后宮と申しし時、まゐりて侍りしに 権亮大輔などさぶらひて、夕花といふこ をよみしに」
（二一六六）
と
の詞書からも分かる。 『粟田口別当入道集』の詞書「元暦元年春公卿内大臣以下両三人、参皇后宮翫 花」
（二四三）
、 「臨晩景不堪
余興、遂各詠一首、題云宮花久盛、伏令旨
憗
重愚詠」
（二四四）
か
らは、内大臣藤原実定らも皇后宮亮子内親王邸 雅遊を行ったことが分かり、内親王の母方である閑院流の存在も、御所では後見として不可欠であった。また藤原惟方が「令旨」により詠歌なら、その場には 親王も臨席していた可能性が高 。
　后妃、女院、内親王らの御所が雅遊の場として機能する例は散
見され、亮子内親王御所に限 ことではない。大宮多子の御所では実定らが歌会を計画した
（林葉集・九五五）
、当座の歌会も
開かれている
（実家集・七五）
。建春門院御所では『建春門院北面
歌合』を始め、歌会も度々開かれていたようである
（親宗集・
七六、九六）
、待賢門院の周囲でも「待賢門院仁和寺殿にて、年年
見花といふ事を、人人によませさせ給ひけるに」
（今撰集・二二）
とあるように歌会が催行されている。上西門院御所に至っては、「上西門院にまゐりて人人歌よみ侍りしに」
（林下集・三〇七）との
詞書
の如く、文事の例は枚挙に遑が無く、西行など多くの歌人が
集ってい
たＮ
。
　しかし、あまねく貴顕女性の御所が、文雅の場として均質に機
能していたとは言い難い。例えば美福門院の御所では、その政治的、経済的存在の大きさの割に、文事の例はあまり見られない。一方、権力からは遠きに位置したと思しき高松宮の御所では歌合が行われ 源有房や建礼門院右京大夫らがこれに出詠し
たＯ
。こう
した文事面での差異には、ひとつには御所の主人たる后妃、皇女ら自身の 芸への関心が影響し よう。高松宮は文芸に関心を有したらしく、詠歌も残っ る。一方で、出仕の女房たちの文化的素養も大き 関 っていたはずである。美福門院には加賀や帥などの女房歌人が仕えてはいた 、彼女らは中心となってを主催するほどの存在たり得なかっ 。一方、大宮多子には小侍従、上西門院には兵衛のような、交友関係が広く 息の長い活躍をした女房歌人が仕えていたし、建春門院のもとには『たまきる』に見る如く、多く 才媛が集っていた。亮子内親王御所も大輔をはじめとした女房歌人らを擁 、経済的、政治的なきさも相まって、人々が集まる文雅の場として機能していたと言えよう。
　その中で大輔は幅広い人脈と長い歌歴を有しており、御所にお
ける文事の中心として活躍していたと考え れる。 『明月記』や
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『拾遺愚草』では定家や公衡らに応対し、歌会を発生させているし、家集においてもしばしば内親王家を代表するかのように詠歌して る
（大輔集・二四、
一五八、一六五）
。何よりも、殷富門院大輔百首、三
輪社歌会 百和香歌会、天王寺参詣、大輔勧進住吉一品経和 など、女房でありながら多くの和歌行事を主催している点は注目される。上西門院兵衛も「兵衛、上西門院女房達ともなひて法勝寺の花をなんみたりし」
（林下集・三二五）
とある様に、中心と
なって雅事 取り仕切っており こうした主導力のある女房が仕えているか否かは、御所の文化的営為を左右したことであろう。また兵衛 実定から「たはぶれにおやこなど申しやく たる人」
（林下集・三
三一）
と慕われ、実家とも親子同様の親しさであっ
たが
（実家集・三三一）
、大輔も円教と思しき僧から
「をやにせん」
（大輔集・二三八）
と慕われていた。中
村文が、 「古くから仕え長い歌歴も有する大輔のような女房が、王朝的雰囲気の体現者 して人々を強く惹き付け
たＰ
」と述べるように、大輔や兵衛のよう
な求心力のある女房歌人は、御所 いて文 の中心と り得たで ろうし、親しい新進歌人 ちに影響を与えていたはずである。
　このほか大輔は亮子内親王家の女房を歌林苑へも
連れ出しており、
（頼政集・六五九、大輔集・一六三）
、
亮子内親王家女房一覧（大輔を除く）女房名
家系・血縁
典拠・資料等
尾張
賀茂在憲女
『千載集』七五一 　『夫木抄』一〇六七二『月詣集』五五七 　『作者部類』
卿
藤原親資女・藤原家宣室・兼資母
『尊卑分脈』
新少納言
『玄玉集』一七六
新中納言
藤原信頼女・母は後白河院安芸
『たまきはる 　『新勅撰集』六二一『万代集』三七二八 大輔集』一五八『宝篋印陀羅尼経料紙和歌』二五
治部卿局
以仁王妾・安院宮僧正ら母
『源平盛衰記』
帥局
藤原伊綱女
『秦箏相承血脈』 （宗綱の弟子）
中納言
源通家女（資賢養女）藤原定能室・親能、忠良室らの母
『住吉社歌合』四五・五五・一四五『広田社歌合』五七・一一五・一七三『尊卑分脈』
播磨
藤原信成女・大輔の姉妹
『尊卑分脈』
（備前）
『別雷社歌合』四八・一〇八・一六八
民部卿局
「高野山安養院所蔵普賢延命法裏文書」 　（越前坂井郡榎富荘を領有す）
泰経卿女
高階泰経女・藤原家経室・宣経母
『公卿補任』
六条局
藤原定能女
『尊卑分脈』
六角局
（藤原家通の縁者か）
『山家集』一一四四
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新中納言を天王寺へ伴ったように、同僚女房を御所の外部へ連れ出すという特徴が確認できる。また雅事を記録し、外部へ伝えることもしており
（大輔集・一六六）
、人麻呂展墓に際して同行者ら
と歌を詠み合った際も、 「このひと〴〵の御うたかきたる物を、院の御かたの女ばう ち、かりてかへすとて」
（大輔集・二四〇）
とあるように、和歌記録を後白河院の女房たちに貸与している。詠歌記録の収集、蓄積、伝播といった活動 一部は女房たちが担っており、大輔も女院御所を背景にこうした役割を着実 果していたと言えよう。
　女院御所という場を考える際、その政治的側面と文化的側面と
に如何なる関係があるのか、ま 女院御所文化 占める閑院流の存在の大きさ等、いくつか課題も生じたが、これらは今後それぞれの御所 文化的諸相を具体的に考察することで明らかにし いきたい。
　亮子内親王御所は、後白河院とその近臣、そして閑院流らを後
見に、 才ある女房たちに支えられ、 風雅 場 して機能していた。こうした華やかな環境 長らく身を置き、そ 中心として活躍したことは、大輔が幅広い交友関係を築くこ に影響したであろうし、歌壇での地位を確固たるも とするひとつの要因となった考えられる。注（１） 　保坂都「殷富門院大輔の伝記と歌」 （ 『学苑』二二六 　一九五九年
一月） 。
（２） 　森本元子『私家集の研究』 （明治書院 　一九六六年）第六章「小
侍従・大輔・讃岐とその家集」 、 『殷富門院大輔集全釈』 （風間書房 　一九九三年） 。
（３） 　平間千秋「殷富門院大輔の和歌活動について─後半期を中心に
─」 （ 『古典論叢』一五 　一九八五年六月） 。
（４） 　久保田淳「殷富門院大輔の南都巡礼 について─南都巡礼記の
『后宮』に関連して─」 （ 『中世和歌史の研究』明治書院 　一九九三年） 。
（５） 　村尾誠一「殷富門院大輔の南都巡礼歌をめぐって」 （ 『東京外国語
大学論集』五八 　一九九九年三月） 。
（６） 　『静嘉堂文庫所蔵歌学資料集成』 （マイクロフィルム） 拠る。（７） 　早稲田大学蔵『作者部類』における該当箇所は、 「殷富門院新
中大イ
納言」となっている。 『作者部類』に関しては、スピアーズ・スコット「 『勅撰作者部類』の諸問題─その改編を中心に」 （ 『和歌文学研究』九五 　二〇〇七年十二月）参照。
（８） 　注 ２ の森本著書『殷富門院大輔集全釈』 、森本元子『二条院讃
岐とその周辺』 （笠間書院 　一九八四年）第二章「二条院代十年を中心とする歌壇と女房歌人たち」 。
（９） 　吉川隆美「建春門院を囲む女房たち」 （ 『島大国文 二 　一九七三
年七月） 。
（
10） 　岡村満里子「後鳥羽院宮内卿周辺」 （ 『国文』五八 　一九八三年一月） 。
（
11） 　『たまきはる』の引用は、 「岩波新日本古典文学大系」 拠る。
（
12） 　『新編国歌大観』解題、中村文『後白河院時代歌人伝の研究』 （笠間書院 　二〇〇五 ）第四章「平親宗」 。
（
13） 　『明月記』の引用は、史料纂集本に拠る。
（
14） 　『玉葉』建久五年（一一九五）三月十日条に「中宮女房宰相局〈故信頼卿女、母箏仙安芸也〉於簾中弾箏」とある。 （ 『玉葉』の引用は、国書刊行会版に拠る。 ）
（
15） 　亮子内親王の内裏入御の記事は、寿永元年（一一八二）十月十三日（ 『玉葉』 、 『吉記』 ） 、寿永二年（一一八三）二月十七日（ 『吉記 ） 、
〔　　〕23
元暦元年（一一八四）七月二日（ 『玉葉』 、 『山槐記』 ） 、同月二十六日（ 『参議定長卿記』 ）などに見える。
（
16） 　乙本には彰考館本、群書類従本、北岡文庫蔵幽斎奥書本などがあり、甲本には佐野切と呼ばれる伝寂蓮筆巻子本があるのみ。 （萩谷朴『平安朝歌合大成』参照。 ）
（
17） 　宇津木言行「西行伝再考─「菩提院前斎宮」と初度西国の旅─」（ 『和歌文学研究』九六 　二〇〇八年六月） 。
（
18） 　久保田淳『草庵と旅路 歌う 　西行』 （新典社 　一九九六年） 。
（
19） 　『山家心中集』の引用は久保田淳編『西行全集』 （日本古典文学会内 　貴重本刊行会 　一九九〇年）に拠る。 部私に表記を改めた。
（
20） 　千草聡「平経正と歌林苑の関係─『経正集』所載歌の数首の検討から─」 （ 『文芸言語研究（文芸編 』二七 　九九五年三月）
（
21） 　『源平盛衰記』巻第十五「宮御子達」 「又殷富門女院ノ御所ニ治部卿局ト申女房ノ腹ニ、若宮・姫宮マシ〳〵ケリ」 （本文は、黒田彰・松尾葦江『中世の 学 　源平盛衰記㈢』 （三弥井書店 　一九九四年）に拠る）とある。
（
22） 　『鎌倉遺文』 三巻一六四〇、 福井県編 『福井県史 通史編２』 一九九四年） 。
（
23） 　中村文「西行と女房たち─上西門院御所を中心に─」 （ 『国文学』三九‐八 　一九九四年七月） 、渡邉裕美子「西行と女房たち」 （ 『解釈と鑑賞』六五‐三 　二〇〇年三月） 。
（
24） 　犬井善寿「高松院・高松宮・双林寺宮─『山家集』所載贈答歌一対存疑（上） ・補訂」 （ 『文芸言語研究（文芸篇） 』十二 　一九八七年九月） 、注 （
12） の中村著書 　第七章「源有房」 、渡邉裕美子「鳥羽院
皇女 「高松宮」 について」 （ 『明月記研究』 十一 　二〇〇七年十二月） 。
（
25） 　注 （
12） 中村著書 　終章「一 　貴顕女性の御所周辺」 。
※

　『殷富門院大輔集』の引用は『新編私家集大成』の『大輔集Ⅰ』 （一類
本）に拠り、私に仮名遣い、清濁、漢字等を改めた。その他の和歌の引用は『新編国歌大観』に拠る。
【付記】
　本稿は平成二十一年度早稲田 学国文学会秋季大会（平成二十一年十
一月二十七日 　於早稲田大学）における口頭発表をもとに成稿したものである。発表の席上、及び発表後に御教示を賜った諸先生方に、心より御礼申し上げる。
新 　刊 　紹 　介菊池威雄著『万葉
　恋歌の装い
』
　恋歌とは、恋心の深度を相手に伝え、相
手を自分と同じ深さに引き入れるための表現に他ならない。そのために表現者たちは恋歌の中で、我の心を美しく装うのであ
る、と本書は説く。著者は日本語の原点である万葉集から恋歌を取り上げ、 「集団の歌と個人の歌」 、 「皇子、皇女たちの恋」 、「玉梓の使」などのテーマをめぐって、具体例を挙げながら詳しく説明した さらに、 「恋の主題化」 「ミヤビと神仙思想」で恋歌の変化に迫り、 最後に 「 の表現」についての分析で本書を結んでいる。表現、万葉人たちの生活や信仰、或い 時
代の仕組みを通して、恋歌の本質を捉え、それを和歌史の上に位置づけてみせた。時代を代表する研究者の優れた感性が認められる一冊である。日本画家佐藤平八の手による明日香や天平の美人像と恋歌との競演も本書の見どころ、読みどころである。（二〇一〇年二月 　新典社 　四六判 　二〇七頁 　税込一四七〇円）

〔李 　満紅〕
